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令和５年度 全国学力・学習状況調査について 

 

全国学力・学習状況調査の目的 

  

 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を

図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善

サイクルを確立する。 

 

 

１ 調査概要 

 ⑴ 実 施 日  令和５年４月１８日（火） 

 ⑵ 調査対象  小学校第６学年及び中学校第３学年 

 ⑶ 対象人数  小学校 ２１校   １,８０１人 

         中学校 １１校   １,７９１人 

 

２ 調査内容 

 ⑴ 教科に関する調査 

   ・小学校６年生：国語・算数 

   ・中学校３年生：国語・数学・英語 

   ※ 英語「話すこと」調査について、４月２０日から４月２８日の指定

された日にオンラインで実施 

 ⑵ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

 



 調査結果  

 

１ 小学校国語 

 ⑴ 平均正答率の経年変化 

 

 

 ⑵ 正答数の分布 

 

                            正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 
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２ 中学校国語 

 ⑴ 平均正答率の経年変化 

 

 
 ⑵ 正答数の分布からみる傾向 

 
                          正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 
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３ 小学校算数 

 ⑴ 平均正答率の経年変化 

 

 

 ⑵ 正答数の分布からみる傾向 

 

                                正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 
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４ 中学校数学 

 ⑴ 平均正答率の経年変化 

 

 

 ⑵ 正答数の分布からみる傾向 

 

                              正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 
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５ 中学校英語「聞くこと・読むこと・書くこと」 

 ⑴ 平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 正答数の分布からみる傾向 

 
                              正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 
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 中学校英語「話すこと」 

 ⑴ 平均正答率 

 

 ⑵ 正答数の分布からみる傾向 

 

                              正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合） 

 

草加市 全 国 

 英語「話すこと」の結果について、当日実施校の結果
から推定される全国値のみを公表することとなっている
ため、都道府県別の公表は行われておりません。 
※草加市は、期間内実施校として実施しております。 



 成果と今後の指導の重点（小学校）  

教科 ◎全体の傾向 ◇成果が見られた項目 ◆今後の指導の重点 

国語 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を１．８ポイント、県の平均正答率を１ポイント

上回った。 

◎草加市の無解答率は、全国及び県の無解答率よりほとんどの設問で低くなっている。 

◇目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること。 

◇必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える

こと。 

◇目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

こと。 

◆図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。 

◆複数の情報を整理して自分の考えをまとめたり、書き表し方を工夫したりすること。 

算数 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を０．５ポイント下回り、県とは同程度であった。 

◇伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を読み取り、表の中の知りたい数を

求めること。 

◇正方形の意味や性質について理解していること。 

◇二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができること。 

◆伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いる場面などにおいて、筋道を立てて

考え、知りたい数量の大きさの求め方を説明することができること。 

◆正三角形の意味や性質について理解していること。 

◆具体的な数値が示されていない場面において、問題を解決する際に必要な情報を主体的に

見いだしたり、適当な数値を当てはめたりして考えることができること。 



 成果と今後の指導の重点（中学校）  

教科 ◎全体の傾向 ◇成果が見られた項目 ◆今後の指導の重点 

国語 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を１．２ポイント上回り、県の平均正答率とは

同程度であった。 

◇自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができること。 

◇歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができること。 

◇古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を捉えることができること。 

◆字体、字形、音訓、意味や用法などの知識を習得し、実際に書く活動を通して、漢字を正し

く用いる態度と習慣を身に付けること。 

◆文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。 

数学 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を１ポイント上回り、県とは同程度であった。 

◇数と整式の乗法の計算ができること。 

◇問題場面における考察の対象を明確に捉えることができること。 

◆自然数の意味を理解していること。 

◆事柄が成り立つことの説明を振り返り、新たに成り立ちそうな事柄について予想したこと

を説明することができること。 

英語 

「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を０．６ポイント下回り、県の平均正答率を１ポイント

下回った。 

◇日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ることができること。 

◇「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言語の働きを理解し、事実と考えを区別

して読むことができること。 

◆社会的な話題など、読む目的に応じて要点を捉えた上で、内容に対する感想や賛否、自分の考えなど

を話したり書いたりして表現するなど、領域を統合した言語活動に取り組むこと。 

◆日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができる

こと。 

 

「話すこと」 

◎草加市の平均正答率は、全国の平均正答率を１．６ポイント上回った。 

◎草加市の無解答率は、全国の無解答率より全ての設問で低くなっている。 

◇日常的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を述べ合うことができること。 

◆社会的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を話すことができること。 

※◆について、生徒質問紙調査では、「１、２年生のときに受けた授業では、スピーチやプレゼン

テーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動が行われていたと思いますか」の質問

事項に対して、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計が、８８．７ポイント

（全国７８．７ポイント）と肯定的な回答の割合が多い。スピーチやプレゼンテーションなど、

まとまった内容を英語で発表する言語活動を継続して授業に取り入れていくことが重要である。 

 



 質問紙調査からの分析  
 

１ 草加っ子の基礎・基本に関する質問紙調査 

 

「
知
」
の
基
礎
・
基
本 

○ 「友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた

りする」と「課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んだ」

について、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答

した割合が、小中学校ともに全国平均及び県平均は下回っている

が、令和４年度と比較すると向上している。 

○ 「学校の授業時間以外に読書をしている時間（１日当たり１０分

以上）」について、小学校は、令和４年度と比較すると向上して

いる。 

○ 「家で自分で計画を立てて勉強をしている」について、「当ては

まる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合が、特に

小学校において、令和４年度と比較すると低下している。 

「
徳
」
の
基
礎
・
基
本 

○ 「自分には、よいところがあると思う」について、令和４年度と

比較すると「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回

答した割合が、小中学校ともに高くなっている。これは、昨年度

の結果も同様であったため、継続して向上している。 

○ 「将来の夢や目標を持っている」について、「当てはまる」「どち

らかといえば当てはまる」と回答した割合が、小学校は、令和４

年度と比較すると向上している。 

○ 「人が困っているときは、進んで助けている」について、「当て

はまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合が、令

和４年度と比較すると向上している。 

○ 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」につ

いて、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した

割合が、中学校では県平均を上回っているものの、小中学校とも

に令和４年度と比較すると低下している。 

「
体
」
の
基
礎
・
基
本 

○ 「朝食を毎日食べている」「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」

「毎日、同じくらいの時刻に起きている」について、「当てはま

る」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合が、県平均

を上回っている部分はあるものの、小中学校ともに令和４年度と

比較すると低下している。 
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